
霧粒か捕捉する装置の捕捉率 (抄録)

Nobuo MA'J'Slnllï~λCapturing Coefficient of a Fog 乱!J:eter.

松 ，付 男長

指 fì捉率を決める霧ノk主主一|の検定においては，一般に瓜の乱tLの辺助が考察されなければなら

ないというととが指制されている。

三I~ば実験を)，~として，装世のlIiÙiが地h'Jil乙 :1民也になるように取付けられたlJ/)介，風辿-の;j(""ji"成

分ばかりでなく鉛直成分・を考察して， ;:j(j:tで示されるようなが;県を件た j
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ととで ， M: t 時1i\Jr!' にあ IltJl!.された湯水量の総長:

A: 霧水制H足装位の wire"Ecreen の断níilW

(�: t 時I::JII' の..i1~J~J湯水量

U: 風辿のノ']'(""1三成分

W: 風辿の1(ì直成分

下に械をづ l いたj没後の引は， iJtの影~，Q!Iを示すな1で必Lが議7J\1lllt足装世のj~Ùiに対して O と π12 の

1l\Jにあるときに考慮されなければならない。

必要な量長を求めるためには，同時にそして I'Î] じ場所で， 木ヱi主・clJÏ:也両方向の J3iUiliの変化

を ìWI定して，判j捉JfIを決定しなければならない。 また認と M は白記霧J]'，長吉 1-の計数装置の

記録から簡単に件られるし
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